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はじめに
　以下で訳出しているのは，フィリップ・S・フォーナー（Philip S. Foner）著のHistory of 
the Labor Movement in the United States, Volume I : From Colonial Times to the Founding 
of the American Federation of Labor（International Publishers Co., Inc., 1947）の「第５章　
初期の労働組合（Early Trade Unions）」である。ただし，紙幅の関係で，残念ながら脚注は
割愛せざるを得なかった。なお，｛　｝内は訳者の注記で，原文がイタリックの箇所は，書名
や新聞・雑誌名を除いて傍点を振った。
　以下では，まず，フォーナーが「労働者階級の連帯感の醸成に寄与した」と評する「自由の
息子たち（Sons of Liberty）」の独立革命期の活躍を取り上げた第３章の一部と，現代流に言
えば「市場革命」─工業化や工場制度の出現と一連の交通革命を含む，産業革命よりも長射
程の用語─を考察した第４章の結論部分を訳出した上で，第５章を全訳する。
　原著に関しては，1970年以前に出版され，発行後10年以内に日本語訳が出ていない著作物は，
11年目以降は誰でも自由に翻訳出版できるという「翻訳権10年留保」に該当するものとして訳
出していることをあらかじめ断っておきたい。訳出に当たり底本としたのは，同書の1967年刊
行の第３刷である。
第３章　労働者とアメリカ独立革命（Labor and the American Revolution）
自由の息子たち
　1765年後半までに，大
グレート・ブリテン
英帝国に対する闘いの遂行は，それまで植民地時代アメリカの政治生
活を完全に支配していた保守的な商人やプランターの手中にはもはやなかった。大都市の職人
や労働者は，躊躇する保守主義者を押しのけて好戦的な組織を自分たちで結成し，漸進的に行
動するのを望む人々を刺激して，英国流の慣例が革命戦争で打ち倒されるまで，幾多のやり方
で革命を推進した。時に彼らは自分たちのことを「世
レギユレーター
直し人」と称し，ペンシルヴェニア植民
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地では「朋
アソシエイター
友」，コネチカット植民地では「堅
ユ ナ イ デ ツ ド・カ ン パ ニ ー
い契りの仲間」と呼ばれていたが，通常は
「自
サ ン ズ・オ ブ・リ ヴ ァ テ ィ
由の息子たち」として知られていた（*）。
　これら革命の主力は，技
アーチザン
工でもある小商店主，職
メカニツク
工，日雇い労働者，大工，建具屋，印刷屋，
船大工，鍛冶屋，蹄鉄工，ロープ製造工，船乗り，石工と，その名前が歴史書で記録されるこ
とはめったになかった都市下層階級の成員で主に構成されていた。商人や専門職業人の一団が
「自由の息子たち」のリーダーを務めた。そうしたリーダーのなかで傑出した存在だったのは，
マサチューセッツ植民地のサミュエル・アダムズ，サウスカロライナ植民地のクリストファー・
ガズデン，ニューヨーク植民地のジョン・ラム，ロードアイランド植民地のスティーヴン・ホ
プキンスだった。だが，労働者階級は弁護士やプランター，さらには商業界のリーダーと緊密
に連絡を取りながら活動した。それで，なめし革工のエベネツァー・マッキントッシュや，主
に手職人と労働者で構成される会
ク ラ ブ
員制組織だったノースエンドのコーカス｛コーカスとは地域の
党員会合で，党幹部会の意もある｝のリーダーのポール・リヴィア｛銀細工師で，1775年４月18日の夜，
英国軍の侵攻をボストンからレキシントンまで騎行で触れ回った｝は，ボストンでサミュエル・アダム
ズと頻繁に会談し，職人のウィリアム・ジョンソンはチャールストンでクリストファー・ガズ
デンと緊密に連絡を取り合っていた。
　こうした人々の指導のもと，「自由の息子たち」は英国国教会の圧制的な処置に反対するデ
モを敢行し，印紙法廃止の確約を得て，不輸入協定の実施と英国製のお茶のボイコットを可能
にした。印紙を売るよう名指しされた役人に辞職を強い，町を追い出すと他の住民を怖がらせ
たのは「自由の息子たち」で，不輸入協定に従うのを拒否した商人に公衆の面前で謝罪するよ
う強制もしたし，革命の大義に有害な法令に固執した人たちにタールを塗り，羽毛を塗した｛「自
由の息子たち」は，不輸入協定違反者に「タール塗り，羽毛塗し」の刑を科した｝。
　自由の敵対者にとって，「自由の息子たち」は常に「暴徒」であり，「スコットランドやアイ
ルランド，そして外国人放浪者の入り混ざった野次馬連中」であり，「囚人の末裔」であり，「不
和と党争に明け暮れる息子たちを口汚なく，煽りたてる」存在だった。だが，サミュエル・ア
ダムズにとって，「自由の息子たち」とその同盟者である小規模農民（**）は，「コミュニティー
がもつすべての力」だったし，アダムズが不輸入協定運動の遂行を委ねたのは，これら「沈静
（*） 時には，特定の業種の労働者が「自由の息子たち」と協力関係にある別の組織を通して活動していた。そ
れで，ニューヨーク市の船乗りは「ネプチュ－ンの息子達」を通して自分たちの革命活動の多くを続けた。（「ネ
プチュ－ンの息子たち」に「我々の自由に最後の一撃を加える」であろうニューヨーク市での英国製のお茶の
陸揚げを妨げるよう求める船員のトム・ボウリンの「価値ある会食仲間への」メッセージを含む，1773年12月
20日付けのニューヨーク歴史協会のポスターを参照のこと。）
（**） 複数の植民地では，「自由の息子たち」に組織された技工や職工や日雇い労働者は，地方の急進的な農民と
同盟関係を構築しようとした。例えば，ボストンの自
リヴァティー・ボーイズ
由少年団は植民地全体で地域の急進派と連絡を取り，多
くの町や村で反印紙法決議の成立を確実なものとするのに成功した。しかしながら，ニューヨークで，「自由の
息子たち」は協同したがっていた農民と統一戦線を組む以外何もしなかった。当該問題の分析は以下を参照の
こと。Irving Mark, Agrarian Conflicts in Colonial New York, 1711-1775 , New York, 1940, pp.135, 138, 148, 152.
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化した職人と農民という２つの尊敬に値する集団」が掌中にしていたものだった。「最終的に
この国を救う」のは，都市労働者と小規模農民の「確固たる愛国心」だとアダムズは語った。
もう一人の独立革命のリーダー，ジョセフ・ウォーレン博士は1774年６月に，不輸入協定の施
行に関して筆を執った時，職人の愛国心への信任を，「私は，ニューヨーク市が自ら進んで我々
を支援しないであろうことを恐れるが，同市は我々を見捨てることをおそらく恥ずかしく思う
かもしれない。少なくとも，同市の商人
0 0
が我々に売ると申し入れるなら，同市の職人
0 0
は競売を
禁じるだろう」，と吐露した。
　敵意に満ちたトーリー党の眼前で，さまざまな武器を装備した上で，暴君に支配されるより
も「激高して徹底抗戦する構え」を固めた「自由の息子たち」は，自
リヴァティー・ツリー
由の木｛ボストン広場の近
くにあった楡の木｝の記章を首から提げ，軍隊様式の隊列を組んで市民集会が開かれていた場所
に行進した。宿屋や居酒屋で，彼らは最新の新聞，パンフレット類，それに「ちらし」を，文
字の読めない人々のために音読する教育集会を毎週開催し，歌謡祭では，英国の専制政治はも
とより，国内のそれからも自由になると貴族に警告を発する革命歌を声を張り上げて歌った。
そうした革命歌の歌詞の１つはこうである。
Come Rally Sons of Liberty  「自由の息子たち」よ，来たれ
Come All with hearts United  皆の者，心を一つにして来たれ
Our motto is 'We Dare Be Free' 「敢然と自由に立ち向かう」が我らがモットー
Not easily affrighted !  簡単に恐れおののいてはならない！
Oppression's Band we must subdue, 制圧しなければならない圧制の紐帯
Now is the Time, or never;  今こそその時，こんな好機は二度と来ない
Let each Man prove this motto True 我らがモットーこそ真実だと皆に証明しよう
And Slavery from him sever.  そして，奴隷状態から皆を解き放とう
　時に女性たちも斉唱に加わった。それと言うのも，「自由の息子たち」にはアメリカ初の女
性の賛助団体─「自由の娘たち」｛「自由の息子たち」と違い，糸を紡ぎ布を織るといった平和的な闘
争を行った。糸紡ぎ車は抵抗運動の象徴でもあった。｝─が存在したからである。これら女性陣はお
茶を嗜むのを拒絶し，英国製商品のボイコットで不輸入協定を実効性あるものにし，「自由を
失うよりは手織りの上着を着る方がまし」とのスローガンのもと，手織りの布地で作った衣服
を社会に浸透させた。「自由の娘たち」の催しが独立革命を糾弾した人物によって妨害された時，
女性陣はこの邪魔者を取り押さえ，上半身裸にし，タールと羽毛がない場合，糖蜜を塗り，綿
毛が生えた花の芽を塗した。
　「自由の娘たち」は， 役割─女性の居場所は家庭にあると定める神の意志に反する役割
─を演じたと非難された。しかし，「自由の息子たち」は女性陣の支援を歓迎し，「女性たち
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を味方にしたことで，全王党派を震え上がらせられる」，と喜々として宣言した。
　印紙法廃止後も「自由の息子たち」はその組織を存続させ，ニューヨーク市の「自由の息子
たち」の代表団は，別の地域での組織結成を支援した。こうした種々の組織は，「自由の息子
たち」のもとで大同団結し，類似の活動はボストンやチャールストンでも行われた。
　これら急進的な組織は，成果を伴う最初の植民地横断型組合として記録されるのはもとより，
労働者階級の連帯感の醸成にも寄与した。英国軍が1768年にボストンで宿営した時，英国政府
は兵舎を建造すべく労働者に召集令を発した。不輸入協定は大工や煉瓦積み工の間で失業を招
来していたものの，彼らは召集を拒否した。特別手当や高賃金をもってしても応じないほど「頑
固」だったので，ゲージ将軍は労働者を派遣するようニューヨークに請わざるを得なかった。
ポール・リヴィアが，「自由の息子たち」のメンバーであるニューヨークの大工や石工の支援
を得るべく同地に向けて疾駆した。リヴィアの話に耳を傾けた大工や石工たちは，「この国の敵」
のために働かないことを直ちに決意した。
　「自由の息子たち」はアイルランドのダブリンでも誕生し，道徳面・財政面からアメリカ人
を支援し，「世界中で『自由の息子たち』」を絶賛して乾杯し，ワシントン軍と共に戦うアイル
ランドのリベラル派や急進派を募集した。イングランドでさえ，一団の職人がアメリカの自由
少年団に，「君たちは我慢するだけでいい，そうすれば君たちは自身の自由とイングランドの
それを存続させられるであろう」，と駆り立てた。
　こうした国際的な連帯を歓迎した「自由の息子たち」の決意は，コンコードの戦いで敗北し
たアメリカ人の未亡人や遺児たちに送金したロンドン憲法協会（Constitutional Society of 
London）｛1771年にジョン・H・トゥック（John H. Tooke）が結成し，78年に植民地人支援の募金を計画し
た彼は投獄された｝によって増強された。英国の織工・船員・仕立屋・鉱夫は，アメリカ市場喪
失の結果，自分たちは失業に苦しみ，「餓死寸前の状況」だったにもかかわらず，不輸入協定
を続けるよう「自由の息子たち」を励ました。ゲージ将軍は1768年に，「ロンドンとダブリン
で起きた暴動と叛乱に関する便りは……，アメリカ人の独立の構想に好都合な出来事として，
アメリカ国内の種々の党派に歓迎された」，と語っている。
第４章　 アメリカにおける工業の発展，1783～1880年 
（American Industrial Development, 1783-1880）
経済危機と労働者の応答
　だが，アメリカの経済生活の加速度は均一ではなかった。数年ごとに製造業は操業を停止し，
作業場や工場が閉鎖され，労働者が解雇され，小規模事業主が大規模事業主に飲み込まれた。
1819年，37年，54年，57年，60年，73年は深刻な経済危機の年で，窮状が国中に広がった。
　それぞれの経済危機で，あまりにも突然製造業が打撃を被る理由を民衆は尋ね，上流階級の
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代弁者は同じ答え─過剰生産─をその都度返した。あまりに多くの工場・運河・鉄道・銀
行が存在し，あまりに多くの綿布が作られ，あまりに多くの飲食物が生産され，あまりに多く
の短靴が作られた─すべて儲けのある収益を生み出すには多すぎたがゆえに，製造業は停止
し労働者は失業したのである。
　誰も，これら商品を生産した人々は，自分たちが作ったものの多くを買えるほどの稼ぎはな
かった，と言わなかった。また誰も，ニューイングランドの木綿工場がその投資で何十年間も
平均して年10％の収益を上げ，サミュエル・スレーターが40年で70万ドルの身代を蓄え，織物
労働者が餓死した同じ時に「ボストン・アソシエイツ」｛19世紀のボストンに存在した投資家グループ。
ローウェル、アボット、アップルトン、ローレンスなど15の名門諸家で構成｝が何百万ドルも儲けた，と
言わなかった。さらに誰も，製鉄所の労働者がほぼ封建制に近い労働条件下で生活する一方で，
製鉄所が1850年代に40～100％に及ぶ配当を発表していた，と言わなかった。最後に誰も，鉄
道発起人，鉄生産者，材木王と石油王が，国土の最良の天然資源─人民に帰属する資源─
を勝手に自分のものとし独占することで莫大な富を蓄えていた，と言わなかった。権力を握っ
ている者は誰もこうしたことを言わなかったが，アメリカの初期マルクス主義者だったジョセ
フ・ワイデマイヤー（Joseph Weydemeyer）は，1853年の夏にこう語っている。「我々の若い
頃に，まさに革命が起こったかのように社会構造全体を震撼させた度重なる取引の停止は，２
つのもの（生産能力と市場）の向上・拡大の不均衡以外の何物からも生じない。それと言うの
も，市場の消費力の向上は産業力の生産力の向上と歩調を合わせられないからである」，と。
1873年に始まり79年まで続いた不況で苦しい時期に，ある労働者はこう記している。
　「100年で何たる変わり様か！わが国の何千マイルにも及ぶ鉄道，無数の製造所と製造工場，
鉱山と加熱炉，巨万の富を見よ！すべては労働者が100年間に創り出したものだが，労働者に
は自分が創り出した便利な品の分け前だと自慢できるものがあるのか。厳密な意味では何もも
っていない。労働者は鉄道も，製造工場も，加熱炉も，鉱山ももっていない。資本がすべてを
巧妙に独占した」。
　100年に及ぶアメリカの経済発展の注目に値する物語の大部分は，労働者の物語である。な
ぜなら，労働者なしには，これほどの産業発展は成し遂げられるはずもなかったからである。
南北戦争期に次のように記したイリノイの鉱夫組合員よりも，こうした状況をうまく表現した
者は誰もいない。
　「労働者がいなければ我々の全発明品はどこにもないのではないか。労働者がいなければ我々
の全鉱物資源はどこにもないのではないか……。過去75～80年間に開発されてきたように，労
働者がいなければ蒸気力はなかったのではないか。それと言うのも，この偉大な発明品は労働
者なしには決して開発されなかったからで，誰がワットは資本家だったと言うのか。私はワッ
トが労働者であったことは歴史が証明すると思う。労働者いなければ我々の鉄道と蒸気船はど
こにもないのではないか。労働者いなければ我々の養魚池は言うまでもなく，運河や河川は掘
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削されてないし，わが国の鉱物資源は地球の内部に埋もれたままだったのではないか。我々が
全員資本家だったらわが国の金はどこにもないのではないか。わが国の何百万トンという鉄鉱
石，鉛，銅もどこにもないのではないか。大事なことをひとつ言い残したが，天然資源が豊か
で繁栄するまさにイリノイ州のどこにもわが国の何百万トンもの石炭はないのではないか
……」。
　この組合員鉱夫がこれらの言葉を記した時の大統領はエイブラハム・リンカンだった。リン
カンはおそらくこの件
くだり
を読んでないと思われるが，もし彼が読んでいたら，その基本的な点に
は諸手を挙げて賛同したであろう。なぜなら，彼自身こう語っているからである。
　「労働者の最初の犠牲なくして，便利な品は生まれないし，我々はそれを享受できない。そ
して，便利な品の多くが労働者によって生産されるので，そうした品の権利のすべてはその労
働がそうした品を作り出した者に帰属するということが続く。ある者が働き，別の者は働くこ
となく成果のほとんどを享受するといったことは，あらゆる時代の世界で頻繁に見受けられる
が，これは間違いで，続けるべきではない。各々の労働者が自身の労働の生産物をすべて自分
のものにする，できるだけ全生産物に近い物をそうするのは，良き政府の価値ある目標である」。
　「労働者は，政治的・社会的・商業的構造すべての土台である」と南北戦争当時の傑出した
労働者のリーダーだったウィリアム・H・シルヴィス（William H. Sylvis）｛言うまでもなく、彼
は後の章に登場する労働騎士団(Noble and Holy Order of the Knights of Labor)の結成に大きく関与する｝が
言った。労働者は「すべての富の創造者」だったと彼は断言した。それにもかかわらず，資本
は労働者が生み出した巨大な富の大部分を私物化した。「富が少数の個人によってその利益の
ために支配され，大多数の人間，つまり『生産階級』が貧困に陥るなら，鉄道網，運河，鉱物
資源，製造工場，壮大な都市，公共建築物，そして国内の改良」といったものはどういった価
値をもつのか，と彼は疑問を呈した。
　労働者は，幸運を得るための経済基盤を全員に供せられるほどアメリカが豊かなのを知って
いた。だが，この幸運を享受するために，労働者は国民所得のより大きな分け前を資本からも
ぎ取る際に団結しなければならなかった。労働組合と政治団体の指導のもと，アメリカの労働
者は闘争を通して，自分たちの社会での重要さに相応する賃上げ，労働時間の短縮，より良い
労働条件，数多くの民主的改革，コミュニティーでの地位向上を手に入れた。
第５章　初期の労働組合
　侮辱な労働条件と食うや食わずの暮らしに直面したアメリカの労働者は，次の３つの内の１
つを選ぶことができた。第１に，現在の仕事を続け，雇用主が提示した賃金と労働条件を受け
入れる。第２に，仕事を辞めて，別の場所でより良い生活を求める。第３に，同僚と協力し，
雇用主に要求した改善を認めざるを得なくする。なかには，職に留まり，自分たちの地位を変
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える闘いをすることなく搾取を受け入れる労働者もいたし，別の地域に移るか，フロンティア
で自営農民になるか，もしくは独立生産者になることで現状から逃避しようとする労働者もい
た。だが，合衆国憲法が採択される前ですら，アメリカの労働者は生活状態を改善するために
労働組合で同僚と協力し合っていたのである。
独立革命後の労働条件
　アメリカの労働者は，独立戦争後の通商貿易の拡大からほとんど何も得なかった。初期の工
場で，労働者は惨めな賃金のために長時間働いた。織物工場の主な労働力を構成したのは幼い
子どもたちだった。サミュエル・スレーターが最初に雇った９人の工員は，12歳以下の少年７
人と２人の少女だった。1820年における工場労働者の半数は，週給33～67セントで，１日12～
13時間働く「９歳か10齢の幼い」少年と少女だった。次のような当時の典型的な広告が，ロー
ドアイランド州のマニュファクチャラーズ・アンド・ファーマーズ・レコード（Manufacturers' 
and Farmers' Record）紙の1820年５月４日号に掲載されている。「人手を求む─紡績工場で
働ける子どもが５～８人いる家族」，と。ニューイングランドの政治家だったヨシア・クイン
シー（Josiah Quincy）が，1801年にポータケットの紡績工場を訪れた時，工場主は働く子ど
もの数を誇示した。この工場主は，悪戯させず，遊びで時間を無駄にしないようにすることで，
子どもたちは家族を助けるだけでなく，神にも仕えていた，と語った。しかしながら，クイン
シーは次のような児童労働の説得力ある擁護に心を打たれることはなかった。
　「生理現象が空気・空間・気晴らしを必要とする年頃の子どもたちに，偏狭な部屋でフライ
ヤー｛糸に撚りをかける装置｝と歯車にまみれて仕事に励む彼らへの同情心を呼び覚まさせられ
たが，雄弁は問題の別の側面に振るわれた。子どもたち全員の表情には憂鬱さが垣間見えた」。
　他の織物工場のほとんどの工員は，すし詰め状態で換気の悪い会社の寄宿舎で暮らす，近在
の農家の娘で，その労働時間は，朝５時から夜７時までと長時間に及び，賃金はわずかで平均
週２～３ドルちょっとだった。
　こうした工場の生活と違い，事業所で働く熟練労働者は少しはましな暮らし振りだった。
1780年代後半，ニューヨーク市の大工や石工，あるいは鍛冶工は１日４シリング，不熟練労働
者である溝掘りやホッド運びの人夫は１日２シリング稼いでいた。そうだとしても，ニューヨ
ークの保守主義者ジョン・ジェイ（John Jay）｛1789年に合衆国最高裁判所の初代長官に任命され，94
年には英国との間でジェイ条約を締結した｝は，「職
メカニツク
工と労働者の賃金は……法外すぎる」と抗議した。
この法外さの程度は，1791年１月13日付けのニューヨーク・デイリー・アドヴァタイザー（New 
York Daily Advertiser）紙の「小規模の手職人，車夫，日雇い労働者，さらには他の多くの人
が貧困の境界線上でその日暮らしをしている」との風説で明らかにされた。ニューヨークの
600人の職
ジヤーニマン
人は，自身と家族を養うのに「十分な炉火
0 0
と食事
0 0
が必要だった」ので，1797年に生
活保護を要請した。彼らは，独立革命以降物価が50％上がったのに，賃金は変わらなかったと
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不満を述べていた（*）。９年後，熟達した靴職人は，「朝５時から夜12時か１時まで働いて，１
週間にわずか8.5ドルしか稼げなかった」，と証言した。
　こうした賃金でさえ滞りなく支払われなかったし，一般に賃金は，雇用主が所有・差配する
店舗でのみ精算できる代用紙幣で支払われた。そうした店舗での高い価格で，乏しい稼ぎのか
なりの部分は消えてしまった。結果生じた労働者の苦しみは，独立革命後にアメリカを訪れた
英国人が記した次のような説明で明らかにされている。
　「私が話した職人はすべて，自分たちの労働への支払いの際に経験した窮境，自分たちが注
文したものとして店舗から供与された生活必需品や衣類の多くについて不満を口にした。こう
した現状で店主から請求される割増価格は， 彼ら職人の鑑定では，週当たり75セント
0 0 0 0 00 0 0 0
の明白な
損失をもたらしている」。
　労働者は，１日25あるいは50セントでどのような類いの生活を享受できたのであろうか。
1789年時点で，ニューヨークに関する最新の研究は，「最も質素な飲食物と衣類，みすぼらし
いあばら家が労働者の生存条件だった」し，「1795年に，救貧院で貧困者を扶養するのに１日
10セントの費用がかかった。当然，この額は食料や衣類，さらには燃料の卸売り購入価格に基
づくもので，家賃は除外されていた。それでも，1789年同様その年も，妻と一人の子どもを授
かった一般労働者が自分たち３人に準備した額は，一人当たりに換算すると救貧院の収容者一
人分より少ないもの」でしかなかったと指摘していた。
　労働日は，日出から日没までだった。これは，夏期は２時間未満の食事時間を別にして，１
日の労働時間が14～16時間，冬期は１時間未満の食事時間を別にして，１日の労働時間が９～
12時間だったことをそれぞれ意味した。通常，賃金は働いた時間よりも日給で支払われたから，
雇用主は同じ賃金でより多くの労働時間を確保できる晩春，夏，初秋に労働者に仕事をさせよ
うとした。
商
マーチヤント・キヤピタリスト
人資本家の出現
　以上がすべてではなかった。アメリカの経済生活における重大な変化は，工匠の技能をさし
て重要なものとしなくなった。工場を所有する 親
マスター・クラフツマン
方 は，もはや少数の地元の顧客の注文
（*） 以下の表は，最初の組合が結成された頃の賃金と生計費との関係を示している（1900年＝100）。
年度 名目 生計費 実質 年度 名目 生計費 実質 年度 名目 生計費 実質
賃金 賃金 賃金 賃金 賃金 賃金
1791 23 42 55 1794 29 53 55 1797 31 60 52
1792 25 46 54 1795 33 61 54 1798 33 60 55
1793 27 49 55 1796 33 65 51 1799 29 57 51
資料）Jurgen Kuczynski, A Short History of Labour Conditions in the United States of America, 1789  to 
the Present Day, London, 1943, pp.20-21. 以下も参照のこと。Hansen, “Wholesale Prices for the United 
States," Publications of the American Statistical Association, Vol. XIV, p. 804. New York Daily Advertiser, 
Sept. 7, 1785.
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に応じて製造しなくなったし，わずか一人あるいは二人の職人や徒弟すら雇用せず，南部と西
部の市場に向けて製造し，需要が増えれば工場を拡張し，労働者の数を増やした。
　だが，競争も増えた。有
タ ー ン パ イ ク
料道路と運河は，生産者が同じ市場で競争できるようにし，こうし
た競争に対応するため，雇用主は賃金を下げ，労働時間を延長した。
　この傾向は商人資本家の出現以降に顕著となった。遠隔地の市場を求める生産者が直面した
難題の１つは，深刻な信用不足と資金調達能力の欠如だった。農民は，ブーツや靴，それ以外
の製造品を購入する現金をほとんどもっていなかったし，小規模製造業者や地元の小売り商人
には掛けで売る余裕はなかった。この点は，かなりの額の資本を所有していただけでなく，海
外からの信用を得られた沿岸地帯の諸都市の輸入商人を有利な立場に立たせた。小規模製造業
者は自力でそうした状況に対応しようと躍起になり，その役割の１つが会員に金を貸す協会を
設立することさえ行った。しかし，これは何の効果もない一時凌ぎの方便だった。
　こうした状況が商人資本家の出現をもたらした。彼は製造方法を知る必要はなかったし，店
舗あるいは作業場を所有したり，労働者を雇う必要もなかった。原材料を購入し，それを完成
品に仕上げてくれる生産者を探し出し，完成品を販売する市場を確保すればよかった。彼は自
己資本あるいは高額の借款を獲得するかし，どちらの場合でもかなり長期の掛け売りができた。
　商人資本家の活動領域が拡張するにつれ，作業場を所有する親方は契約労働者以外の何者で
もなくなった。その利潤は，商人資本家から受け取った価格と労働者に支払った賃金の差額だ
った。利潤を増やすため，専門化と分業によって作業速度を速められるよう労働者をチームに
分け，熟練労働者と不熟練労働者を対置し，同じ仕事を男性労働者の４分の１の賃金でやらせ
られる女性や子どもを雇い，あらゆる方法で労働者に苛酷な労働を強いた。通例の賃金支払い
を望む少数の雇用主は，商人資本家に脅され，黙従せざるを得なかった。搾取工場で賃金を削
減し，労働時間の延長で利潤を急増させるのが資本家同様，雇用主のスローガンとなった。
　こうした展開で，労働者と雇用主との関係は深刻な影響を被った。こう言ったからといって，
アメリカにおける労働組合主義の出現が市場の拡張と商人資本家の興隆だけで説明が尽くと言
いたい訳ではない。労働者がその生計を賃金に託していたがゆえに，そして個人の力だけでは
生活水準を維持・改善する以外何もできないことを経験を通して学んでいたがゆえに，労働組
合は組織されたのである。商人資本家の出現は，賃金所得階級がひとたびアメリカで誕生すれ
ば必ず経験するであろう展開を早めたのである。
一時凌ぎの労働団体
　アメリカの労働者が独立革命直後に最初の労働組合を結成したことは，独立宣言に何らかの
具体的な意味をもたらすと思われた。これらの組合は，不熟練の工場労働者ではなく，腕の立
つ工匠によって組織された。工場労働者が不平を言うのは至極当然だった。しかし，かなりの
数の工場労働者は，組織化を期待できなかった子どもだったし，それ以外のほとんどが労働組
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合の結成に代わる選択肢を自身がもち，それによって運命を好転できる若い女性だった─彼
女らは，状況が堪え難くなった時，職を辞して帰農できた。しかしながら，熟達した職人には
そうした選択肢はなかったし，足りない賃金分を補填する農園あるいは菜園をもっている者は
ほとんどいなかった。彼らは，労働団体がなければ「貧困の境界線でその日暮らし」を続けた
であろう。
　独立革命以前と直後に，労働者と雇用主が多くの問題で協力し，「疾病あるいは事故で支援
を必要とする状況に置かれた時に，仲間を保護するという称賛に値する目的と，亡くなった仲
間の未亡人と孤児を救済するために」互助会を結成することさえ行っていた。それでも，当時
の労働者は，不十分な賃金とひどい労働条件について不満を吐露し，仲間内では憤懣やる方な
い感情が横溢していた。1773年には早くも，メリーランド州の牧師だったジョナサン・ブーシ
ェは，「雇用主も使用人も……もはや，双方とも愛情や至誠といったものでは暮らしていけな
いし，労働者階級は，裕福な階級を自分たちの守護者，保護者，後援者とみる代わりに，今や，
咎める点はないものの，大きくなりすぎて不格好な巨像とみていたこと」を認めた。要するに，
労働者と雇用主との協力関係は商人資本家が登場する前に崩壊していた。商人資本家の登場は
搾取をさらに強化することで，崩壊の速度を早めたのである。
　職人が，雇用主と労働者がともに属する互助会を離れ，自分たちだけの共済組合を結成した
時，両者の関係で最初の重要な分断が生まれた。職人，印刷工，大工，靴屋，帽子屋，仕立屋，
煉瓦積み職人の互助会は，1790年代にはごく一般的な存在だったが，そうした組織だけでは十
分ではなかった。労働者は，困窮の際に互いに助け合うのも大事だが，雇用主が自分たちを困
った事態に追い込むのを阻止することも重要だと実感するようになり，こうした解釈がひとた
び広まると，そこから労働組合が出現した。
　永続する最初の組合が結成される前に，熟練労働者は労働条件改善を目的に一時凌ぎの結社
で団結した。1778年に，ニューヨークの印刷職人が結束して賃上げを要求した。彼らは雇用主
に，「生活必需品がとてつもない値段となり，現在手にしている賃金で働き続けるべきでない
と自分たちは考えざるを得ないこと」を通知する手紙を出し，それに加えて，「現在のわずか
な額に週当たり３ドルの追加を要求する手紙も出し」，要求が認められないなら働かないだろ
うとも宣言した。賃上げが渋々認められた後，印刷工は組織を存続させる理由を見出せず，先
の結社を放棄した。
　確証された最初のストライキは，永続する最初の労働組合がアメリカで結成される６年前の
1786年に発生した。日給１ドルを確保するとの決意のもと，フィラデルフィアの印刷職人は会
合し，将来的に「フィラデルフィア市と同郡のいかなる印刷所でも週６ドル以下では働かない」
と告知する決議を採択した。彼らは，「週６ドル未満で働くのを拒んだことを理由に解雇され
た仲間を支援するだろう」との結論を下した。雇用主が要求に応じるのを拒否した時，印刷職
人はストライキあるいは当時そう呼ばれていた「罷
ターン・アウト
業」を行って，要求を勝ち取った。
127合衆国労働運動史（２）（伊藤）
　別のストライキがすぐに続いた。1791年にフィラデルフィアの家屋大工が10時間労働日を求
め，1795年にボルチモアの船員が賃上げを求め，同年ニューヨークの大工と石工が賃金を１日
２シリング引き上げることを求めて，それぞれストライキを行った。雇用主が非常に脅えてい
たので，ニューヨーク・デイリー・アドヴァタイザー紙の記者は，1795年３月30日付けの同紙
で，「この折りの市民の側での黙認が，肉体労働で生計を立てる人々についての別の記述にあ
る同様の試みで目覚めるだけでなく，自分たちの仕事が最も必要とされる季節に，賃上げを繰
り返す取り組みも誘発するだろう……」と警告した。
　これらすべてのストライキは，ただ争議が継続している間だけ存在した一時凌ぎの結社に先
導されていた。経験はすぐに，一時凌ぎの組織は，賃金を引き下げようとする雇用主の永続的
な圧力に直面すれば，賃金レートを維持できないことを労働者に教えた。必要なのは，定期的
な会合，緊急事態用の財源，来たるべき闘いに備える構想を有する永続的な組織だった。
最初の労働組合
　1790年代の幕開けとともに，複数の都市の熟達した職人がその互助会を，病気療養中の組合
員を支援するのはもとより，賃上げと労働時間の短縮を求めて闘う労働組合へと転換した。雇
用主はこれが労働組合主義へと移行するのを防ごうとしたし，複数の議会も影響を受け，労働
者が賃金スケールを調整する際に共済組合を活用するのを禁じる法律を通過させた。こうした
立法措置に対する１つの応答として，フィラデルフィア印刷職人にみられる一団の労働者は自
分たちの互助会を解散し，労働組合として再建した。こうしてできた団体の目的は，1805年に
採択されたニューヨーク市の靴職人組合の規約の前書きで次のように明らかにされている。
　「我々ニューヨーク市の靴職人は，真っ当な権利がもつ意味を痛感し，労働に対する適正な
報酬と我々が考えるものよりも賃金を引き下げようと，雇用主がいかなる時であれ用いる策略
や術策から我が身を守るために，団体の規約として次の条項に満場一致で合意した」。
　この規約で，ニューヨークの靴工は，賃金を引き下げようとする雇用主のいかなる試みにも
対応できる準備を整えるよう，安定的・継続的な連合体を結成しなければならないと主張して
いる。それに加えて，早くも1805年に，アメリカの労働者が自分たちの労働にとって「適正な
報酬」とは何かを決定する権利を保持する決意を固めていたこともこの規約は明らかにしてい
る。
　アメリカの労働者にとって最初の永続的な組合と言える団体は，それまでの試みが失敗した
後の1792年に，フィラデルフィアの靴職人によって結成された｛これは１年を経ずして消滅｝。
1794年に，この団体はフィラデルフィア靴職人連合会（Federal Society of Journeymen 
Cordwainers of Philadelphia）として再建され，1806年まで存続した。1799年に，同連合会は
永続的な組合として，最初のストライキを行った。この賃下げに対抗するストライキは，それ
が記録された最初の同情ストだったという点でも意義深いものであった。靴職人を支援しよう
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としたブーツ職人もその要求を勝ち取った。先の連合会は，会員の一人に親方である靴屋の店
舗にピケを張る費用を補填した。ストライキは約10週間続いたが敗北した。しかしながら，12
年間に及ぶ連合会の存在は，成功を収めた賃上げを要求する数多くの闘争を足跡として残した。
　フィラデルフィアの靴職人が組織された数カ月後に，ボルチモアの仕立職人とニューヨーク
の印刷工が自分たちの組合を立ち上げた。1794年に組織されたニューヨーク印刷工協会（New 
York Typographical Society）は10年以上存続した。もう１つのニューヨークの組合である家
具・椅子職人組合は1796年に結成され，1837年まで存続した。1803年にニューヨーク船大工職
人協会（New York Society of Journeymen Shipwrights）が，1806年にはニューヨーク市家
屋大工組合（House Carpenters of the City of New York）がそれぞれ誕生した。同じ年，ニ
ューヨークの仕立職人も組合を結成した。当時の新聞の公示記事から判断して，これら最後の
３組織は1819年も依然活動していた。1805年に組織されたニューヨーク靴職人協会
（Journeymen Cordwainers Society of New York）は40年後も活動していた（*）。
　しかしながら，初期の組合の大部分は長期にわたって生存できなかった。ストライキの敗北
は組合の終焉をしばしば意味した。時には，組合員がすでに目的を達成したと信じ込んだこと
で，ストライキでの勝利が組合の解体に直結する場合もあった。印刷職人と靴職人だけが何年
もの間，そしてアメリカの種々の地域で存続するだけの強さと識別力を十二分に兼ね備えてい
た。1810年までに，靴職人と印刷職人の永続する組織は，フィラデルフィア，ニューヨーク，
ボルティモア，ピッツバーグ，ボストン，ワシントン，ニューオーリンズにあった。
組合の政策と慣行
　初期アメリカ労働組合の短命さと，そのほとんどが活動記録や議事録を残していなかったが
ゆえに，これら労働団体がどのような性格のものであり，どう機能していたのかを知るのは困
難であるが，幸いにも，印刷職人と靴職人の組合の活動記録が保存されていることから，その
慣行の研究は可能である。
　通常，労働者は組合員になると直ぐに，賃金スケールの支持，一連の活動の秘密遵守，「他
のいかなる人間にも優先して」職を得た組合員への支援を誓った。組合員は，通常約40～50セ
ントの入会金と月当たり６～10セントの組合費を支払った。組合員は月例集会に出席するよう
求められたが，労働者は仕事を求めて町から町へと旅するので，通常３カ月であれば欠席を許
された。戻った時に，町を離れていたことが証明できれば，「１カ月分の拠出金を払えば」，依
然「合法的な組合員とみなされた」。
（*） ある町の特定の職種の組合が解散し，新しい名称のもとで継続するといった事態はよくあることだった。
ニューヨーク印刷工協会は，1799年にフランクリン協会として再建され，1804まで存続した。もう１つの組合
あるいは２代目のニューヨーク印刷工協会は1809年に再建され，1818年まで存続した。1845年１月21日付けの
ニューヨークのデイリー・プレビアン（Daily Plebian）紙の言及は，それが1845年まで存続した可能性を示唆
している。
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　組合員は，集会で節度をもって，規律正しく行動するよう求められた。委員長が議事進行を
命じた後で沈黙を破った組合員は，誰であれ通常６セント程度の科料を科された。科料は理由
もなく組合員集会を欠席した際にも科され，初回は10～12セント，２回目は20～25セント，３
回目は50セントだった。欠席に関し，ニューヨーク靴職人協会の規約は，「集会に出席し，協
会の福利を増進する際に幹部役員に協力するのは個人会員の義務である。そうすることで，会
員は会員個々の福利を増進していることを思い起こすであろう」と記している。
　仮入会後に，「度重なる酩酊状態」，「甚だしい不道徳性」，「集会の折りに部屋で同僚組合員
を口汚く罵る」，「頻繁な職務怠慢」といったことで家族を苦しめ，雇用主に損害を与えたこと
で有罪と認定された組合員は追放できた。ニューヨーク印刷工協会の会員のなかには，「24イ
ンチ角の用紙の半分を逆に回転し，その状況を雇用主に告げず，請求書に署名するのを忘れて
町を離れた」という罪があると認定され，追放された者もいた。これは「ニューヨーク印刷工
協会の品位から大きく逸脱した行為だし，会員としても恥ずかしい行為」と認定された。組合
は「最良と言える労働者全員」が会員だったことを誇りにしていた。
　アメリカ最初の労働組合は，特定の職業が地域として抱える問題に主に関心をもつ
職
クラフト・ユニオン
業別組合で，他の町の同業組合と組織的な関係はなかったし，同じ地域の別の職業の組合と
もそうだった。基本的に，これら組合は一つの業界で地域的に活動する少人数の集団だったし，
組合員は単一の手工芸あるいは技能を有する労働者だった。こうした初期段階で，物品の生産
には分業はほぼなかった。靴工組合の組合員の大部分は靴を最初から最後まで一人で作った。
組合員である印刷工は活字を刻むだけでなく，それを組んで印刷もした。熟練した賃金労働者
は小さな作業場で働いており，別の職業の労働者と接触することはなかった。これら労働者が，
厳密な意味での職業別組合を結成するのは，自然の成り行きだった。
　当初，組合員は「初心者，逃亡徒弟，修行途上の職人」とか，「手に入れられるもののため
に働く」と言われた不熟練労働者の雇用に抗議して，大抵は自分たちの技能を保持しようと闘
った。だが，その折りですら，熟練労働者は負けると知りながらも闘った。雇用主は，商人資
本家に嗾されて，熟達した職人に払うよりもかなり安い賃金でより多くの徒弟を使い始めた。
分業は手工芸業界でかなり進捗した。熟練労働者は，徒弟に「未経験の」労働者が専門的に扱
う特定の段階の作業を教えざるを得なくなり，程なく熟練労働者は徒弟と同じ賃金で働くよう
になった。雇用主は，品質よりも量と価格にこれまで以上に関心をもつようになり，短時間の
訓練で専門特化した多くの労働者でより迅速かつ安価に生産できるようになった。
　熟練職人は，この新たな動向に積極果敢に抗し，多くは雇用主よりも徒弟に責任を転嫁した。
その経験を通して，職人は徒弟を組織し，熟練を要する仕事と要しない仕事の賃金スケールの
設定でしか自分たちの賃金水準を維持できないことを学んだ。この教訓を踏まえた靴職人は，
早くも1805年に，その組合規約で徒弟も組合員資格を有すると規定した。
　経験はもう１つの教訓，雇用主が組合員になれる場合，労働組合は有効に機能しないという
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教訓も提供した。雇用主の組合員資格は２つの要因の結果だった。まず第１に，労働者は作業
場で働く雇用主が生産階級の一員で，資本家や銀行家，「さらには，現時点で有益な労働なし
で暮らしているし，今後も暮らすつもりの全員」といった，働いていない搾取階級でないと感
じていた。第２に，いくつかの業界では，「階
ク ラ ス・コ ミ ユ ー テ ィ ン グ
級の入れ替わり」はよくあることだった。印刷
業界では，雇用主になった労働者が職人に組合基準で賃金を払った場合，当該雇用主も組合に
残れた。階級の入れ替わりが珍しかったブーツ・靴業界では，雇用主が組合員になれる規定は
なかった。これが靴職人組合がより大きな闘争性を発揮できた１つの理由である。
　雇用主が組合員であることの弱点を認めた最初の組合の１つは，ニューヨーク印刷工協会だ
った。同協会は1809年に，「雇用主と被雇用者との間には共通の利害がある」とする決議を承
認したが，８年後，一人の雇用主メンバーが他の雇用主とともに同協会を崩壊させようと共謀
しているのを知り，当該雇用主を追放し，次のように雇用主を除外できるよう規約を改正した。
　「経験は，労働者の行動はその利害に全面的に影響を受けるし，その構成員が真逆の動機と
別の利害に基づいて行動している団体が規律正しくかつ有益であるのは，ほぼ不可能だという
ことを我々に教えてくれる。本協会は，印刷職人の協会で，職人の利害が雇用主のそれとは別
物で，いくつかの点で雇用主のそれと対峙しているので，我々の討議に対し，雇用主がいかな
る意見あるいは影響力であれ行使するのは穏当でないと考える」，と。
　経験のこうした強調は，初期アメリカ労働組合を理解する際の手がかりを我々に提供してく
れる。労働者は，より良い労働条件を獲得する際の運動の進め方と，そうした労働条件を雇用
主から捥ぎ取る闘いの戦術を改良する方法の多くを経験から学んだ。
　当初，労働組合の戦術はかなり単純なものだった。組合員は集まって，賃金スケールを作成
し，要求した賃金を払わない雇用主のもとでは働かないと誓約した。1802年までに，雇用主に
賃金スケールを提示する委員会を選出しようとする組合も複数現れた。提案された賃金表を受
諾し，賃金を支払った雇用主は，時には特別決議で栄誉を讃え，一方，受諾を拒否した雇用主
はストライキに直面し，その作業場が「徒
トランピング・コミツティ
歩委員会」｛ピケを構成するグループのこと｝によって
ピケを張られたことを知った。スト参加者は，ストライキ中の賃金補償を受け取った。1810年
までに，靴職人と印刷職人は，「確定された額よりも低額で働くのを拒絶した結果解雇された
仲間」に定期的に賃金補填していた。
　労働協約は労働組合の戦術では次善の策だった。早くも1799年に，フィラデルフィアの靴工
とその雇用主の間で労働協約が締結された。10年後，ニューヨーク印刷工協会は，全市で同一
の賃金スケールを制定する目的で，印刷業界の全雇用主で構成される委員会と協議する３人委
員会を任命し，数度の協議後に賃金スケールで合意をみた。ニューヨークの印刷工は，早くも
1815年に，雇用主が仕事を同市外に発注するのを阻止すべく，東部の諸都市との間で同一の賃
金スケールを制定しようしたが失敗した。
　多くの組合は，雇用主が労働協約を履行しているのを監視する「徒歩委員会」を任命した。
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以上を行うのに一人の人物を任命し，彼に賃金を支払う方が良いのがわかった時，「巡回代表
｛移動委員や職場委員（business agent）｝」が登場した。しかしながら，ほぼすべてのストライキで
無報酬の委員会が活用された。
　労働者が最初期に学んだもう１つの教訓がクローズド・ショップの必要性だった（*）。雇用
主は，賃金スケールよりも低い額で非組合員労働者を雇い入れることで労働協約を何度も破っ
た。１カ月も経たない内に，組合員の賃金は新規採用者の水準まで引き下げられた。組合員が
未組織労働者と同じ作業場で競う限り，いかなる組合もその効能を発揮できなかった。それと
言うのも，未組織労働者は組合がその影響力と活動によって確保した利益のすべてを手にし，
次に，ストライキの際に組合と対峙する雇用主に協力できたからである。ニューヨーク印刷工
協会は，1809年に上記の問題をこう簡潔に述べている。「我々は，全員の福利との目的を推し
進める際に，立ち上がって仲間の工匠と協力するのがニューヨーク市の印刷職人全員の義務
0 0
だ
と考える」，と。
　これに反し，クローズド・ショップは規律のみで確定できた。この点を理解したニューヨー
ク靴職人協会は，1805年に，その規約に「当協会の会員は当協会に所属していない靴職人もし
くは徒弟を複数雇用する雇用主のもとで，当該職人がわが協会に加入するまで働いてはならな
い」とするクローズド・ショップ条項を追加した。
　靴職人協会員の誰かが，同協会に加入していない人間と「隣り合わせの席で働いた」のに，
次の月例集会で会長に報告するのを怠った場合，科料として１ドル払わなければならなかった
し，続けてこのルールに違反した場合は除名となった。
　靴工の他の組合も類似の労働協約─必ずしも書面ではない─を締結していたし，多くの
場合，厳格に適用された。一人の労働者がフィラデルフィアの訴訟事件で，「私がこの団体に
加入していなかった場合，私の作業椅子に腰を下ろす者はいないだろうし，同じ家に下宿する
か宿泊する者もいないだろう，ましてや同じ雇用主のもとで働くことは絶対ないだろう」と証
言している。
　「移
トラベリング・カード
動証明書」はクローズド・ショップを実地に移すもう１つの手段だった。このシステム
は印刷工の間で非常に有効だった。ある職人は自身のワシントンにある組合に復職を願い出た
際にこう訴えた。「私は長い間ニューヨークに行きたいと願っておりましたが，当組合からの
証明書を携行していなければ彼の地で職を得られませんし，もちろん，当組合が組合員に復帰
させてくださらないなら職を手にすることもないのですが，今ここに，最高の敬意と熱意をも
ちまして，復帰させていただけるようお願い申し上げる次第です」，と。
　労働者は常にス
ス キ ヤ ツ ブ
ト破りに深い憎悪を抱いていた。1800年に賃上げを求めてストライキを行っ
たニューヨークのある船員グループは，自分たちが「ドラムを叩き横笛を吹きつつ国旗を掲げ
（*） クローズド・ショップの起源は，フィラデルフィアの靴工が雇用主に組合員だけを雇うよう強要した1794
年まで遡る。
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て」埠頭に行進した折りに，船を操作していたスト破りに激怒し，「スト破り（rats）」を守る
ためにその場に居合わせたギャングと血みどろの戦いになった。1806年に，フィラデルフィア
のある靴工が労働裁判中に立ち上がって，「スト破りは見下げた輩の隠れ家だ」と大声で叫ん
だ時，法廷侮辱で５ドルの科料を科された。
　ストライキ中のスト破りの導入は，組合員が即座の排除を表明・要求できる最悪の犯罪行為
だった。ニューヨーク印刷工協会は，「制定された代価以下で働くのを拒否したことで，当協
会の規約を遵守した結果雇用主に解雇された」労働者の職を奪うという罪を犯せば，追放され
るだけでなく，当該労働者の名前を「アメリカ国内の別の印刷工協会に通知」すべきことも規
定していた。別の諸都市のローカル組合との間に組織的な関係がなかった時に，『スト破りの
リスト』を取り交わすのは，労働者の団結が出現したのを示す多くの徴候の１つだった（*）。
　フィラデルフィアの印刷工が賃上げを求めてストライキに入った1810年に，雇用主はニュー
ヨークで通常の２倍の賃金を約束する広告を出した。フィラデルフィアの組合は，「……我々は，
現在の環境下でフィラデルフィアの仲間の誰かによって空席になった職はいかなるものであれ
奪わないことを互いに誓い合う」と断言し，「物価の高騰に対する要求でフィラデルフィアの
印刷職人仲間」を直ちに支援したニューヨークの仲間の組合との間で信書を取り交わした（**）。
　これは，アメリカで労働組合が最初に誕生してから20年も経たない頃の話である。だが，労
働組合のなかには，団体交渉政策を確立して最低賃金を要求したり，「クローズド・ショップ」，
（*） しかしながら，少なくとも１つの取り組みが，そうした団結を成就させるべくこの時期に行われていた。
1796年初頭に，賃上げを求め，「協会所属の労働者としてではなく，個人として家具職人を雇用した」雇用主の
決断を打ち負かすべくストライキを行ったフィラデルフィア家具職人連合協会（Federal Society of 
Philadelphia Cabinet Makers）は，「職人である彼らの同胞市民に」，別の組合と一緒に，「相互の自立性を保護
するための連携企画を練ること」を促す声明を出した。この訴えの１つは，「我々は，ここで記述している協会
に対してなされる，あるいはなされるかもしれない攻撃をいかなるものであれ撃退するために，ここフィラデ
ルフィアで，さらにはアメリカ全土の職人組合の各支部がすぐに行動を起こすことを希望し懇願する。我々は，
単独で各々の力を発揮するよりも，すべての協会が力を合わせて恒久的な自立を創り出さなければならないと
感じるにつれ，感情と支援を訴えるために大声で訴えるのが必要な状況に置かれていることに気づく。もしそ
うなら，アメリカの働く市民にとって有益な団体の自立を決定する大義において，同胞市民よ，自分たち自身
で互いに助け合う準備が常に整っていると宣言するのを急ごうではないか」と続く (1795年７月16日付けと
1796年２月18日付けのDunlap and Claypoole's American Advertiserと、1796年４月７日付けのフィラデルフィ
アのAuroraの３つの新聞を参照のこと）。
（**） 雇用主が，「フィラデルフィア市と同郡の親方製革職人に適用することで，恒久的な雇用と十分な賃金を手
にしたのを確認する」のを保証することで，ストライキを粉砕する広告を労働者に出した1803年に，フィラデ
ルフィアの製革職人協会（Journeymen Curriers' Society of Philadelphia）は次の公示記事を新聞に出した。
　「公示：組合員たる製靴職人全員に告ぐ」。
　「諸君のフィラデルフィアの仲間は，自分たちが満場一致で賃上げを求めてストライキを行うことを知らせ
るのにこの方法を使う。したがって，彼らはニューヨークで制定された賃金以外は求めないと考えるし，同業
仲間はフィラデルフィアの雇用主が彼らを嗾そうとするいかなる広告も無視すると考える。製靴職人が過去20
年間慣習的に行われてきた賃下げという決定を下したから特に無視した」（1803年11月９日付けのフィラデルフ
ィアのAurora紙）。
133合衆国労働運動史（２）（伊藤）
スト破りのリスト，ストライキ基金，熟練工と不熟練工との団結，「移動証明書」，同業種の異
なるローカル組合間の連帯を確保する取り組みといったことを行うものもあった。
　これら政策の結果，重要な経済上の利益が確保された。マサチューセッツ州の大工の賃金は，
1791年の１日74セントから1820年には1.34ドルに，塗装工のそれは1800年の１日1.15ドルから
1820年には1.13ドルにそれぞれ増えた。他の業種の統計は利用できないが，労働組合の活動が
かなりの賃金増をもたらしたことを疑う理由はないように思われる。
労働者と裁判所
　さらに，以上の成果は，労働者の団結に対し共謀との判決を下す一方で，賃下げの押し付け
やブラックリストの作成で雇用主が協力するのを許した裁判所の厳しい妨害にもかかわらず達
成された（*）。労働運動のリーダーだったスティーヴン・シンプソン（Stephen Simpson）は，
1831年に出版した『労働者便覧（Working Man's Manual）』にこう記している。
　「職人が賃上げのために連合すれば，法は社会の利益に反する共謀者として罰するし，地下
牢は強盗を働いたものとして待ち受ける。しかし法は，資本家
0 0 0
が労働者からその稼ぎを剥奪し，
乾燥して堅くなったパンと瓢箪型の細口瓶一本の水だけの生活に落ちぶれさせるために協力す
0 0 0
る
0
のを公正で賞賛に値する行為にした。かくして，力が正義を逆転させ，自然の理法を乱した」，と。
　アメリカには労働者の団結を禁じる英国の18世紀の法律に類似した立法措置はなかったが，
共謀を同国の労働団体に適応する際には英国の判例に倣った。判例は英国の慣習法─和解を
裁判官に委ねた個人間の事件から裁判所が展開した行為の原則と規則の体系─で言う共謀原
理に基づいていた。それによれば，第三者あるいは民衆に危害を加えることを企てた二人ある
いはそれ以上の人間はいかなる者であれ，刑事上の共謀罪で起訴され，法的に罰せられた。要
するに，労働者は個人としては自分たちで手にできない利益を得るために団結することは叶わ
なかった。例えば，1805年11月のフィラデルフィアの靴工の事件では，検察側は，いずれの職
人も「自分に相応しいと考えたいかなる賃金も合法的に要求できるが，２人もしくはそれ以上
の人間が同じ賃金を要求するのに同意すれば，法を犯し有罪である……」とした。
　共謀原理は労働組合主義の根幹を揺るがした。それと言うのも，労働者の大多数は交渉力を
個人的には有していなかったので，労働者が品位を高める唯一の方法は，団体交渉を介すしか
なかったからである（**）。
（*） 雇用主は初期の労働組合が出現する前に団結していたが，今では労働者の要求と闘い，「徹底的に組合を粉
砕する」自分たちの活動を増やした。雇用主が単にスト破りを勧誘する時間稼ぎを目的に組合が求める条件を
受け入れ，続いて組合員をロックアウトすることもあった(以下を参照のこと。Commons, op. cit., Vol. I, 
pp.132-34; G. A. Stevens, History of the New York Typographical Union, No. 6, New York, 1913, p.134, and 
Philadelphia Aurora, August 1, 1804.)。
（**） 1937年にアメリカ最高裁判所のチャールズ・エヴァンズ・ヒューズ（Charles Evans Hughes）最高裁判所
長官は，全国労働関係委員会対ジョーンズ＆ラフリン事件で大多数の人々を代表して弁じた際に，「以前，我々は
労働団体の存在理由を，労働団体は諸般の事情に応じて組織され，雇用主と交渉する際には従業員は一人だけで
は無力で，……組合は労働者にその雇用主と対等に交渉する機会を与える際に不可欠なものだった」と断言した。
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　国家の名のもとで起訴されるにしても，雇用主が扇動し資金調達した，これら初期の反労働
者的な訴訟の詳細な説明は，紙幅の関係で許されない。しかしながら，すべての事件に関係す
る基本的な争点の理解には，一例を精査することで可能である。
　1805年11月，フィラデルフィアの８人の靴工が「徒党を」組んで，「賃上げを目的とする共謀」
を企てた罪で大陪審に起訴された。この事件は，司法部を支配していた連
フ ェ デ ラ リ ス ト
邦主義者と英国流の
慣習法が独立革命によって一掃されたと主張するジェファソン派のデモクラティック・リパブ
リカンとの間の政治闘争の一部だったことから，全国的に名声を博した。雇用主側の弁護士は，
さる著名な王党派の息子で，情熱的なフェデラリストで，英国流慣習法の擁護者のジャレド・
インガソルだった。靴工の弁護士は，英国流慣習法を同国の専制政治の残余とみて，この慣習
法の妥協しない敵となった、司法ジェファソン派で指導的立場にあったシーザー・A・ロドニ
ーで，彼は程なくジェファソン政権の司法長官になった。
　裁判が始まる前に，労働者はアメリカの進歩的な運動全体にとって危険な判例の制定に反対
し，自分たちとともに闘うよう世間に訴えた。この訴えは，1805年11月28日付けのジェファソ
ン派の新聞オーロラ（Aurora）で公表され，靴工協会の会長ジェームズ・ゲイガンと書記の
ジョージ・キーマーが署名した。
　それは，「労働の代価を規制する労働者の結社が，悪事に転用され，国民の自由に対する不
穏な計画といった非難を込めたレッテルを貼られるなら，展望はペンシルヴェニア州にとって
非常に嘆かわしいものである……」と宣言していた。
　訴えは次のように結論づけている。「ここで言ったことは，世間に我々の行状を知らせるだ
ろうし，どういった口実のもとで事態が遂行したかを示すだろうし，わが国の法律が許すこと
を我々が行う際に，生存に必要なわずかな食い扶持を差配する仕
タ ス ク・マ ス タ ー
事割当係がいるとするなら，
つまり，我々の家族のために公正な支援をどうにかして得ようとする際に一家団欒から引き離
され，ただ自分たちの労働の適正な報酬とみなすものは何であれ手にするか拒否する権利を主
張しているだけなのに重罪犯や殺人犯として扱われるなら，自由との世評が抜け殻だというこ
とを示すであろう」，と。
　裁判は，２人の宿屋の主，１人の商人，３人の食料雑貨屋，それに，煙草屋・時計屋・熟達
した洋服屋の親方それぞれ１人ずつで構成される９人の陪審員でもって，市庁舎の法廷で行わ
れた。検察側の最初の証人のジョブ・ハリソンは自称スト破りの労働スパイだった。もう１人
の証人のアンソニー・ベネットは，組合員から殺すと脅されたと証言した。組合に加入しなか
った場合，どのように殺されるか知ってたかどうか尋ねられた時，ベネットは，「連中は殺す
ぞと脅しました。面と向かってではなく，自分が聞いた所では，連中はジャガイモで窓を割り，
私に暴行すると脅しました」と答えた。
　検察側の有力な議論は，組合が粉砕されなければ，産業界はフィラデルフィアから出て行く
とするものだった。インガソルは，尊敬に値する市民である陪審員に，「あなた方の国でほん
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の短期間暮らしただけの人間で構成される」これら労働団体が，「あなた方の国の法に従う」
よりも「団体自体の移り気あるいはむら気で法を変え」ようとしている時に，その存在を許せ
るのかと尋ねた。
　ロドニーの抗弁は英国流慣習法に対する才知に長けた攻撃に基づいていた。彼は，アメリカ
の雇用主は労働者規制法（Statute of Laborers）の陰に隠れていたと論じた。同法は，英国で
1349年に議会通過した法｛ここで著者のフォーナーは少し誤解している。労働者規制法は1351年に制定さ
れている。1349年は労働者条令（Ordinance of Labourers）で，これを修正・強化したのが労働者規制法である｝
で，黒死病を生き抜いた全労働者に対し，国が設定した賃金で雇用主のために働くことを強い
たものである。ロドニーは，アメリカの民衆が犠牲を払い，長期に及ぶ困難な戦争を苦労して
闘ったのはこのためだったのかと尋ね，組合が実業家にフィラデルフィアを出て行くよう仕向
けているとの告訴には軽蔑しか抱かなかった。告訴は事実に反しているのはもとより，取るに
足りないものでもあった。
　ロドニーは，「働く者」が「快適に暮らせるだけの報酬を得るのは当然である」と主張し，
それに加えて，靴職人協会は「商業，農業，芸術，あるいは他のいかなる目的をも推進するた
めの団体として，創設されるべき権利を十分有している」とも主張した。
　愛国心に訴える検察側のアピールは，裁判で危機に晒されるのは民衆の福祉ではなく雇用主
の利潤であったという事実を隠すための口実だったと彼は続けた。「こうした理由で裁判を傍
聴している親方連中の恐るべき集団とこの町で最も卓越した弁護士の何人かが告訴の際に雇わ
れているのを知った時，さらに，彼ら弁護士の顧客の誰によっても取り上げられないのを知っ
た時，あなた方を納得させるには強力な議論を必要とするであろうし，それは純粋で愛国的な
動機から行われるしかなかった」。ロドニーは，正義に対する真剣なアピールでもって，以下
のように結論づけている。
　「わが政府と法に不平等精神を持ち込むのをあなた方が熱望するなら，労働者と職人があま
りにも偉大な自由を享受していると考えているなら，……そうした習性と見解は被告に対する
有罪判決に繋がるであろう。他方，わが政府の賢明でリベラルな原則にあなた方が満足してい
る場合，……市民に階級間の差別を意識させない平等な権利を保証するわが国の憲法のもとで
享受する恩恵にあなた方が満足されている場合，私は無罪放免という判決を期待するであろ
う」，と。
　陪審員の構成はこうした判決を既定の結論とした。労働者は「賃上げのために徒党を組むの
は有罪」と評決され，各自８ドルの罰金を科された。
　この評決は将来の判例として役立った。1809年にニューヨークの仕立屋が共謀に関して有罪
とされ，１ドルと経費分の罰金を科された。1814年と15年にボルティモアとピッツバーグで，
靴工は有罪で罰金を科された。1806～15年に靴工を共謀罪で告発した６つの記録された事件の
内，４つの事件で労働者に有罪が宣告された｛残り２つの内，１つは職人の勝利，もう１つは和解だっ
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た｝。軽い科料は民衆の気質に沿った証拠だが，判決は雇用主と裁判所の目的がアメリカの生
活様式からの労働組合主義の駆逐にあった点も判決は示している。それで，ピッツバーグの靴
工の1815年裁判の記録官は，「陪審員の評決はアメリカの製造業の利益にとって最も重要であ
る。なぜなら，この評決は西欧諸国の資本家の成功しつつある企業に偏見をもつ諸団体に終止
符を打つものだからである」と記したのである。
　雇用主と裁判所は，労働組合主義の進展の妨害に短期的には成功した。フィラデルフィアの
靴工は，1806年に裁判所によって非合法とされた時，生産者協同組合（producers' 
co-operative society）といった類いのものを組織し始めた。しかし，裁判所の判決と雇用主
の強権のいずれもアメリカの労働運動の発展を止められなかった。フィラデルフィア印刷工協
会のストライキ中のニューヨークの同志に対する，「称賛に値する闘いを忍耐強く続け，偉大
な闘いがこれまで危機と障害なしに成就しなかった点を覚えておかなければなければならな
い」，とのメッセージは，そうした団体の必要性と前進しようとする意志を象徴している。
